
平成１６年２月１５日 第１２７号　　　（４）

議
会
日
誌

議
会
日
誌

本本
会会
議議
のの
概概
要要

　

◎　

採　
　

択

　　

陳
情
第　

号　

性
同
一
性
障
害

８６

を
抱
え
る
人
々
が
、
普
通
に
暮
ら

せ
る
社
会
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
　

陳
情
第　

号　

性
同
一
性
障
害

８７

を
抱
え
る
人
々
が
、
普
通
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

　

◎　

継
続
審
査

　　

陳
情
第　

号　

弱
者
救
済
援
護

７９

措
置
条
例
制
定
に
係
わ
る
件
、
御

審
議
の
上
、
可
決
成
立
を
希
う
陳

情
　

陳
情
第　

号　

高
額
医
療
費
制

９３

度
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
関
す

る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

二
〇
〇
四
年
度

９４

の
年
金
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

陳

情

の

結

果

陳

情

の

結

果

　

第
一
回（
三
月
）定
例

会
で
、
審
査
を
す
る
た

め
の
請
願
・
陳
情
は
二

月
十
六
日（
月
）ま
で
に

議
会
事
務
局
に
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽　

十
二
月
一
日
、
開
会
、
会
期

決
定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、

委
員
会
審
査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・

採
決
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明

▽　

十
二
月
二
日
、
総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託

▽　

十
二
月
八
日
、
九
日
、
一
般

質
問

▽　

十
二
月
十
日
、
一
般
質
問
、

追
加
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託

▽　

十
二
月
二
十
二
日
、
委
員
会

審
査
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、

基
地
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告
、

追
加
議
案
上
程
・
討
論
・
採
決
、

閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
と
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
（
十
二
月
一
日
・
決
算
関

係
）
中
澤
邦
雄（
日
本
共
産
党
）、

武
尾
昌
子
（
無
会
派
）、木
村
正
博

（
公
明
党
）
、
小
川
成
男
（
政
和

会
）、
池
田
徳
晴
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

　

総
括
質
疑 
（
十
二
月
二
日
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、

曽
根
寿
太
郎
（
政
和
会
）
、
関
伴

治
（
公
明
党
）

　

討
論
（
十
二
月
二
十
二
日
）

　

菊
川
ユ
リ
子
（
日
本
共
産
党
）

　

請
願
・
陳
情
の
提
出

に
つ
い
て
お
願
い

　
　
　

　

景
気
・
経
済
状
況
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
失
業
率
が
依
然
高
い
水
準
で
推
移

し
て
お
り
、
倒
産
、
自
殺
者
の
増
大
な
ど
、
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
を
は
じ
め
、
地
域
経
済
の
停
滞
は
い
っ
そ
う
深
ま
り
、

雇
用
情
勢
は
改
善
の
兆
し
を
み
せ
て
い
ま
せ
ん
。
特
に
中
高
年
、
若
年
者
の

就
職
難
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
や
雇
用
対
策
は
、
抜
本
的
な
制
度
改
革
、
財
源
確
保
、
労
使
協
力
を

含
め
た
総
合
的
な
推
進
が
必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
本
議
会
は
、
政
府
に
お
い
て
、
次
の
事
項
を
す
み
や
か
に
実
施
す

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

記

一　

地
域
の
実
情
に
即
し
た
介
護
・
医
療
・
教
育
・
環
境
・
防
災
な
ど
公
的 

　

分
野
で
の
雇
用
拡
大
、
新
産
業
の
育
成
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
振
興
に
よ
る
雇

　

用
創
出
な
ど
を
推
進
す
る
施
策
の
抜
本
拡
充
を
図
る
こ
と
。

二　

地
方
公
共
団
体
が
職
業
相
談
・
職
業
訓
練
・
職
業
紹
介
等
を
一
貫
し
た

　

体
制
で
実
施
し
う
る
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
。

三　

雇
用
保
険
財
政
の
安
定
化
を
図
る
と
共
に
、
失
業
給
付
期
間
が
終
わ
っ

　

て
も
就
職
で
き
な
い
人
や
、自
営
業
を
廃
業
し
た
人
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

　

「
求
職
者
能
力
開
発
支
援
制
度
」
を
創
設
す
る
こ
と
。

四　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で
の
募
集
・
採
用
に
お
け
る
年
齢
制
限
の
禁
止
に

　

向
け
て
実
効
性
あ
る
措
置
を
確
立
す
る
こ
と
。

五　

と
く
に
厳
し
い
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
、
障
害
者
法
定
雇
用
率
達
成
に

　

向
け
て
厳
正
な
運
用
を
図
り
、障
害
者
雇
用
支
援
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
。

六　

正
社
員
と
パ
ー
ト
社
員
な
ど
と
の
間
の
合
理
的
な
理
由
の
な
い
格
差
を

　

是
正
し
、
均
等
な
待
遇
を
実
現
す
る
パ
ー
ト
労
働
法
を
改
正
す
る
こ
と
。

七　

子
ど
も
看
護
休
暇
制
度
の
義
務
化
、
有
期
雇
用
労
働
者
へ
の
適
用
拡
大

　

な
ど
育
児
・
介
護
休
業
法
の
拡
充
を
推
進
す
る
こ
と
。

　　

二
○
○
○
年
四
月
の
「
地
方
分
権
一
括
法
」
の
施
行
に
よ
り
、
国
と
地
方

公
共
団
体
の
関
係
は
、
役
割
分
担
を
明
ら
か
に
し
対
等
・
協
力
を
基
本
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は
自
主
性
、

自
立
性
を
高
め
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に
よ
る
地
方
自
治
へ
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
が
、
住
民
の
意
思
と
責
任
に
よ
る
住
民
自
治
、
す
な
わ
ち

名
実
と
も
に
真
の
地
方
自
治
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
極
力
国
へ
の
財
源
依

存
を
縮
減
し
、
自
主
財
源
の
確
保
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在

の
租
税
負
担
の
国
税
と
地
方
税
の
割
合
は
国
税
六：

地
方
税
四
で
す
が
、
こ

れ
に
対
し
て
歳
出
は
国
四：

地
方
六
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
の
割
合
は
逆
転
し

☆　

議
会
で
は
十
二
月
定
例
会
で
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、 
☆

☆　

直
ち
に
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
 
☆

意
見
書
十
件
を
可
決

　

地
域
に
お
け
る
雇
用
対
策
の
拡
充
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
関
す
る
意
見
書

「
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
」

等
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

遺
伝
子
組
み
換

９５

え
作
物
の
栽
培
中
止
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
陳
情

　

陳
情
第　

号　

学
校
給
食
に
お

９６

い
て
、
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
か
ら
安

全
で
あ
た
た
か
み
の
あ
る
食
器
へ

切
り
替
え
る
よ
う
願
う
陳
情

　

陳
情
第　

号　

座
間
小
学
校
の

９７

登
校
時
間
帯
に
交
通
規
制
を
す
る

よ
う
警
察
に
働
き
か
け
る
事
を
求

め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交

９８

渉
及
び
自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

に
関
す
る
陳
情

　

十
二
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会

で
審
議
し
ま
し
た
陳
情
は
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

・　
　

第
一
回
臨
時
会
本
会
議

１１

１１

　
　
　
　

第
一
回
臨
時
会
本
会
議

１２

　
　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
理

１３

　
　
　
　

事
会
・
評
議
員
会

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

１４

　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　

市
民
経
済
常
任
委
員
会

１７

　
　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

１８

　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　

市
民
経
済
常
任
委
員
会

１９

　
　
　
　

基
地
騒
音
対
策
協
議
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

２５

　
　
　
　

広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

２
月　

日　
　

本
会
議
（
提
案
説
明
）

２５

（水）

　
　
　

日　
　

本
会
議
（
総
括
質
疑
）

２６

（木）

３
月
４
日　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

（木）

　
　

５
日　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

（金）

　
　

８
日　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

（月）

　
　
　

日　
　

総
務
常
任
委
員
会

１０

（水）

　
　
　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

日　
　

市
民
経
済
常
任
委
員
会

１２

（金）

　
　
　
　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　

日　
　

総
務
常
任
委
員
会

１５

（月）

　
　
　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

日　
　

市
民
経
済
常
任
委
員
会

１６

（火）

　
　
　
　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　

日　
　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１７

（水）

　
　
　

日　
　

本
会
議（
討
論
・
採
決
）

２４

（水）

第
１
回
定
例
会
の
開
催
予
定

・お問い合わせ　議会事務局　� ２５２－８８７２（直通）

・市のホームページでも、市議会情報を提供しています。

アドレス　http://www.city.zama.kanagawa.jp/

議会を傍聴しましょう

　
　
　
　

第
三
九
回
神
奈
川
県
南

２６

　
　
　
　

方
諸
地
域
戦
没
者
追
悼

　
　
　
　

式
…
糸
満
市
（
〜　

）
２７

　
　
　
　

高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

２８

　

・
１　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

１２
　
　

２　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

　
　

８　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

　
　

９　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　
　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

１０

　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

１２

　
　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　
　

市
民
経
済
常
任
委
員
会

１５

　
　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　
　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

１６

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

１７

　
　
　
　

第
四
回
定
例
会
本
会
議

２２

　
　
　
　

広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

２５

　
　
　
　

高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

１
・　
　

熊
本
県
八
代
市
議
会
議

１９

　
　
　
　

員
行
政
視
察
来
庁

　
　
　
　

広
域
大
和
斎
場
組
合
議

２３

　
　
　
　

会
視
察
…
愛
川
聖
苑

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２８

　
　
　
　

県
央
八
市
議
会
議
員
合

２９

　
　
　
　

同
研
修
会
…
秦
野
市

２
・
２　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　

行
政
視
察
…
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　

座
間
・
厚
木
基
地

　
　
　
　

愛
知
県
大
府
市
・
豊
明
市

　
　
　
　

議
会
議
員
行
政
視
察
来
庁

　
　

３　

山
口
県
宇
部
市
議
会
議

　
　
　
　

員
行
政
視
察
来
庁

　
　

５　

全
国
市
議
会
議
長
会
基

　
　
　
　

地
協
議
会
第
六
七
回
総
会

　
　
　
　

関
東
市
議
会
議
長
会
支

　
　
　
　

部
長
会
議
（
〜
６
）

　
　
　
　

兵
庫
県
芦
屋
市
議
会
議

　
　
　
　

員
行
政
視
察
来
庁

　
　
　
　

吉
田
議
員
外
一
名
行
政

　
　
　
　

視
察
…
岩
手
県
水
沢
市

　
　
　
　

・
遠
野
市
（
〜
７
）

　
　

９　

浜
野
議
員
外
八
名
行
政

　
　
　
　

視
察
…
香
川
県
丸
亀
市 

　
　
　
　

・
善
通
寺
市
・
兵
庫
県

　
　
　
　

北
淡
町
（
〜　

）
１１

　
　
　
　

中
澤
議
員
外
二
名
行
政

１２

　
　
　
　

視
察
…
京
都
府
長
岡
京

　
　
　
　

市
（
〜　

）
１３

　
　
　
　

広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会

１３

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
自
主
自
立
の
地
方
自
治
と
は
到
底
言
え
ず
、
早
急
な

自
主
財
源
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

政
府
は
、
二
○
○
三
年
六
月
二
十
七
日
の
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革

に
関
す
る
基
本
方
針
二
○
○
三
」
に
お
い
て
、
「
国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い

て
は
、
広
範
な
検
討
を
更
に
進
め
、
概
ね
四
兆
円
程
度
を
目
途
に
廃
止
、
縮

減
等
の
政
革
を
行
う
。
」
と
の
方
針
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
税

源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
未
だ
移
譲
さ
れ
る
税
目
も
額
も
不
明
で
す
。

　

地
方
自
治
体
が
財
源
不
足
に
な
る
よ
う
な
事
態
に
陥
れ
ば
、
住
民
の
意
思

と
責
任
に
よ
る
住
民
自
治
の
確
立
を
な
し
得
な
い
ど
こ
ろ
か
、
地
方
公
共
団

体
の
住
民
に
対
す
る
一
定
水
準
の
行
政
を
保
障
す
る
こ
と
さ
え
困
難
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
議
会
は
、
事
務
量
に
見
合
っ
た
国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
移

譲
の
速
や
か
な
実
施
を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

　　

か
つ
て
世
界
一
安
全
な
国
と
い
わ
れ
て
い
た
我
が
国
に
お
い
て
、
昨
今
の

治
安
状
況
の
悪
化
ぶ
り
に
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
す
。
平
成
十
四
年
の
一
般

刑
法
犯
の
発
生
件
数
は
、
全
国
で
約
二
百
八
十
五
万
件
に
達
し
、
こ
こ
七
年

間
で
約
百
万
件
も
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
検
挙
率
は
、
か
つ
て
の
半

分
以
下
の
水
準
で
あ
る
二
○
・
八
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

悪
化
す
る
治
安
情
勢
は
、
住
民
の
安
全
を
脅
か
す
ば
か
り
か
、
モ
ラ
ル
の

低
下
な
ど
を
通
じ
、
公
正
・
公
平
な
市
民
社
会
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
増
加
す
る
犯
罪
に
対
応

で
き
な
い
警
察
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

悪
化
す
る
治
安
対
策
と
し
て
、パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実
や
空
き
交
番
の
解
消
、

外
国
人
犯
罪
対
策
や
市
民
窓
口
の
拡
充
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
対
策
を
行
う
に
も
、
警
察
官
の
人
員
不
足
が
最
大
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
拡
充
は
危
急
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　

政
府
は
平
成
十
四
年
よ
り
三
年
間
で
一
万
人
の
「
地
方
警
察
官
の
増
員
計

画
」
を
進
行
中
で
す
が
、
上
記
の
対
策
の
た
め
に
は
更
に
三
万
人
以
上
の
増

員
が
不
可
欠
で
す
。
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
現
行
計
画
を
更
に
延
長
・
拡
充

す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　　

厳
し
い
不
況
は
、
中
小
企
業
の
経
営
者
、
従
業
員
や
家
族
の
生
活
に
打
撃

を
与
え
て
い
ま
す
。
大
企
業
に
比
ベ
足
腰
が
弱
い
中
小
企
業
は
、
金
融
機
関

か
ら
の
貸
し
渋
り
、
貸
し
は
が
し
、
担
保
価
値
の
下
落
な
ど
に
よ
っ
て
深
刻

な
経
営
危
機
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
に
お
け
る
中
小
企
業
の
重
要
な
役
割
を
再
認
識
し
、
再
生
可
能

な
中
小
企
業
を
倒
産
に
追
い
込
ん
だ
り
、
健
全
な
中
小
企
業
を
連
鎖
倒
産
に

巻
き
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
中
小
企
業
が
現
下
の
厳
し
い
経
済
環

境
か
ら
脱
却
し
、
活
力
あ
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、
抜
本
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

よ
っ
て
本
議
会
は
、
中
小
企
業
予
算
の
抜
本
的
拡
充
、
商
店
街
・
中
小
小

売
商
の
活
性
化
に
資
す
る
対
策
の
充
実
・
強
化
、
お
よ
び
貸
し
渋
り
、
貸
し

　

地
方
警
察
官
の
抜
本
的
な
増
員
を
求
め
る
意
見
書

　

中
小
企
業
・
商
店
街
対
策
の
推
進
お
よ
び
中
小
企
業
向
け
金
融
対
策
に
関

　

す
る
意
見
書


